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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年1月11日(2018.1.11)

【公開番号】特開2016-127520(P2016-127520A)
【公開日】平成28年7月11日(2016.7.11)
【年通号数】公開・登録公報2016-041
【出願番号】特願2015-1530(P2015-1530)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｈ０３Ｍ    7/30     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   17/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月20日(2017.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像符号化装置と、
　画像復号装置と、
を備え、
　前記画像符号化装置は診断用画像または通常画像を符号化する符号化部を備え、
　前記画像復号装置は、
　　前記符号化部で符号化された画像を復号する復号部と、
　　前記復号された画像のチェック信号を生成するチェック信号生成部と、
　　前記診断用画像のチェック信号の期待値または前記チェック信号生成部で生成された
チェック信号を格納する記憶部と、
　　前記記憶部に格納されたチェック信号と前記チェック信号生成部で生成されたチェッ
ク信号とを比較する比較部と、
を備える画像符号化復号システム。
【請求項２】
　請求項１の画像符号化復号システムにおいて、
　前記画像符号化装置は前記診断用画像を生成する診断用画像生成部を備える画像符号化
復号システム。
【請求項３】
　請求項２の画像符号化復号システムにおいて、
　同一の診断用画像に対し、符号化、復号およびチェック信号生成をそれぞれ複数回行い
、得られた複数のチェック信号を比較する画像符号化復号システム。
【請求項４】
　請求項３の画像符号化復号システムにおいて、
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　第１の診断用画像に対する第１回目の符号化、復号およびチェック信号生成を行う第１
の期間と前記第１の診断用画像に対する第２回目の符号化、復号およびチェック信号生成
を行う第２の期間との間に、第２の診断用画像に対する第１回目の符号化、復号およびチ
ェック信号生成を行う第３の期間を有する画像符号化復号システム。
【請求項５】
　請求項４の画像符号化復号システムにおいて、
　前記第２の期間に、前記第１の期間に生成されたチェック信号と前記第２の期間に生成
されたチェック信号とを比較する画像符号化復号システム。
【請求項６】
　請求項５の画像符号化復号システムにおいて、
　前記第１の期間と前記第３の期間との間および前記第３の期間と前記第２の期間との間
に通常の符号化および復号を行う期間を有する画像符号化復号システム。
【請求項７】
　請求項６の画像符号化復号システムにおいて、
　前記チェック信号はチェックサムである画像符号化復号システム。
【請求項８】
　請求項１の画像符号化復号システムにおいて、
　同一の通常画像またはその一部に対し、符号化、復号およびチェック信号生成をそれぞ
れ複数回行い、得られた複数のチェック信号を比較する画像符号化復号システム。
【請求項９】
　請求項８の画像符号化復号システムにおいて、
　第１の通常画像に対する符号化および復号を行う第１の通常期間と、
　前記第１の通常画像またはその一部に対する第１回目のチェック信号生成を行う第１の
故障検出期間と、
　前記第１の通常画像またはその一部に対する第２回目の符号化、復号およびチェック信
号生成を行う第２の故障検出期間と、
　第２の通常画像に対する符号化、復号を行う第２の通常期間と、
　第３の通常画像に対する符号化、復号を行う第３の通常期間と、
を有し、
　前記第１の故障検出期間は前記第１の通常期間に含まれ、
　前記第２の通常期間と前記第３の通常期間との間に前記第２の故障検出期間を有する画
像符号化復号システム。
【請求項１０】
　請求項９の画像符号化復号システムにおいて、
　前記第２の故障検出期間に、前記第１の故障検出期間に生成されたチェック信号と前記
第２の故障検出期間に生成されたチェック信号とを比較する画像符号化復号システム。
【請求項１１】
　請求項１０の画像符号化復号システムにおいて、
　前記チェック信号はチェックサムである画像符号化復号システム。
【請求項１２】
　第１診断ステップを含む画像符号化復号システムの診断方法であって、
　前記第１診断ステップは、
（ａ１）診断用画像を符号化するステップと、
（ｂ１）前記符号化された画像を復号するステップと、
（ｃ１）前記復号された画像のチェック信号を生成するステップと、
（ｄ１）前記診断用画像のチェック信号の期待値と前記（ｃ）ステップで生成されたチェ
ック信号とに基づいて故障を検出するステップと、
を含む画像符号化復号システムの診断方法。
【請求項１３】
　請求項１２の画像符号化復号システムの診断方法において、
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　前記第１診断ステップは電源投入後動画伝送前に行う画像符号化復号システムの診断方
法。
【請求項１４】
　請求項１３の画像符号化復号システムの診断方法において、
　前記第１診断ステップは通常画像の符号化および復号動作の休止期間に行う画像符号化
復号システムの診断方法。
【請求項１５】
　請求項１２の画像符号化復号システムの診断方法は第２診断ステップを含み、
　前記第２診断ステップは第１サブステップと第２サブステップとを含み、
　前記第１サブステップは
（ａ２１）診断用画像を符号化するステップと、
（ｂ２１）前記符号化された画像を復号するステップと、
（ｃ２１）前記復号された画像のチェック信号を生成するステップと、
を含み、
　前記第２サブステップは、
（ａ２２）前記診断用画像を符号化するステップと、
（ｂ２２）前記符号化された画像を復号するステップと、
（ｃ２２）前記復号された画像のチェック信号を生成するステップと、
（ｄ２２）前記（ｃ２１）ステップで生成されたチェック信号と前記（ｃ２２）ステップ
で生成されたチェック信号とに基づいて故障を検出するステップと、
を含む画像符号化復号システムの診断方法。
【請求項１６】
　請求項１５の画像符号化復号システムの診断方法は、
（Ａ１）第１の通常画像を符号化および復号するステップと、
（Ｂ１）第２の通常画像を符号化および復号するステップと、
を備え、
　前記（Ａ１）ステップの後に前記第１サブステップを行い、
　前記第１サブステップの後に前記（Ｂ１）ステップを行い、
　前記（Ｂ１）ステップの後に前記第２サブステップを行う画像符号化復号システムの診
断方法。
【請求項１７】
　請求項１６の画像符号化復号システムの診断方法において、
　前記第１診断ステップは電源投入後動画伝送前に行い、
　前記第１サブステップおよび第２サブステップは通常画像の符号化および復号動作の休
止期間に行う画像符号化復号システムの診断方法。
【請求項１８】
　請求項１２の画像符号化復号システムの診断方法は第３診断ステップを含み、
　前記第３診断ステップは第１サブステップと第２サブステップとを含み、
　前記第１サブステップは
（ａ３１）第１の通常画像を符号化するステップと、
（ｂ３１）前記（ａ３１）ステップで符号化された画像を復号するステップと、
（ｃ３１）前記（ｂ３１）ステップで復号された画像のチェック信号を生成するステップ
と、
を含み、
　前記第２サブステップは、
（ａ３２）前記第１の通常画像を符号化するステップと、
（ｂ３２）前記（ａ３２）ステップで符号化された画像を復号するステップと、
（ｃ３２）前記（ｂ３２）ステップで復号された画像のチェック信号を生成するステップ
と、
（ｄ３２）前記（ｃ３１）ステップで生成されたチェック信号と前記（ｃ３２）ステップ



(4) JP 2016-127520 A5 2018.1.11

で生成されたチェック信号とに基づいて故障を検出するステップと、
を含む画像符号化復号システムの診断方法。
【請求項１９】
　請求項１８の画像符号化復号システムの診断方法は、
（Ａ２）第２の通常画像に対する符号化および復号を行うステップと、
（Ｂ２）第３の通常画像に対する符号化および復号を行うステップと、
を含み、
　前記第１サブステップの後に前記（Ａ２）ステップを行い、
　前記（Ａ２）ステップの後に前記第２サブステップを行い、
　前記第２サブステップの後に前記（Ｂ２）ステップを行う画像符号化復号システムの診
断方法。
【請求項２０】
　請求項１９の画像符号化復号システムの診断方法において、
　前記第１診断ステップは電源投入後動画伝送前に行い、
　前記第３診断ステップの第１サブステップおよび第２サブステップは通常画像の符号化
および復号動作の休止期間に行う画像符号化復号システムの診断方法。
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